
 
 

                                       

                     

                  

                           

      

      

     

わ
ず
か
九
時
間
で 

 
 

ノ
ル
ウ
ェー
に
到
達 

  

想
定
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
気
象

研
究
所
が
昨
年
十
月
に
実

際
に
観
測
し
た
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
煙
、
霧
、
雲
状
の
放

射
性
ガ
ス
や
微
粒
子
が
ど
の

よ
う
に
大
気
中
を
流
れ
、
降

下
す
る
の
か
調
べ
ま
し
た
。

北
海
上
に
低
気
圧
が
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

向
か
っ
て
南
西
の
風
が
吹
く

場
合
、
わ
ず
か
九
時
間
で

ノ
ル
ウ
ェ
ー
上
空
に
達
す 

                 
 
 
 
 

 

    

約
十
五
時
間
で
沸
騰 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
そ

の
自
己
崩
壊
熱
の
た
め
に
常

に
冷
や
し
、
か
き
ま
わ
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も

停
電
な
ど
で
そ
れ
が
出
来
な

く
な
れ
ば
約
十
五
時
間
で
沸

騰
し
始
め
る
。
さ
ら
に
強
い
放

射
線
が
水
を
分
解
し
水
素
を

発
生
さ
せ
る
の
で
水
素
も
絶

え
ず
除
去
し
続
け
な
け
れ
ば

爆
発
す
る
。
電
源
喪
失
事
故

が
一
番
恐
ろ
し
い
。 

 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

ノ
ル
ウ
ェー
南
西
部
は 

全
員
避
難 

 

想
定
は
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
で
な
さ
れ
ま
し
た
。
放
射

性
廃
液
の
主
要
な
要
素
で

あ
り
、
そ
の
被
害
に
つ
い
て

よ
く
知
ら
れ
た
放
射
性
物

質
で
あ
る
か
ら
で
す
。
貯
蔵

さ
れ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
「
１
０
％
」
が
環
境
に

漏
れ
出
し
た
場
合
の
解
析

の
結
果
は
上
の
地
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
最
も
苛
酷

な
被
害
を
受
け
る
の
は
工

場
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
国
内
で

す
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
西
部
の

広
範
囲
が
「汚
染
ラ
ン
ク
②
」

の
一
平
方
㍍
当
た
り
一
〇

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２００９（平成２１）年      
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南西の風 

英国再処理工場廃液漏れ事故想定図 
     秋 10 月の典型的気象で予測 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
は
英
国
セ
ラ
フ
ィ
ー

ル
ド
再
処
理
工
場
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
が
環
境
に
漏
れ
出
す
事
故
が
発
生
し

た
場
合
を
想
定
し
環
境
影
響
評
価
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）を
行
い
発
表
し
ま
し
た
。 

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
工
場
の
貯
蔵
タ
ン
ク

に
は
約
一
千
立
方
㍍
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

「１
％
」
あ
る
い
は
「１
０
％
」
が
漏
れ
た
場

合
を
想
定
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
風
が
吹

く
こ
と
の
多
い
十
月
の
典
型
的
気
象
を

当
て
は
め
て
、
放
射
性
ガ
ス
の
移
動
状
況

や
降
下
量
を
予
想
し
ま
し
た
。 

低気圧 

高
レ
ベ
ル 

放
射
性
廃
液 

ノルウェー 

１０％環境漏出の場合 

セシウム１３７降下量 

１０００ 没収・閉鎖地区  

１００  没収・閉鎖地区と永久管理地区 

１０   永久管理・定期管理・汚染地区 

１   汚染地区（3.7 以上） 
0.1     

セシウム１３７（万Ｂｑ／ｍ２以上）〈チェルノブィリ区分相当〉 



〇
万
ベ
ク
レ
ル
（二
七
キ
ュ
リ

ー
）〜
一
〇
〇
〇
万
ベ
ク
レ
ル

（二
七
〇
キ
ュ
リ
ー
）
の
セ
シ
ウ

ム
汚
染
範
囲
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
事
故

の
「没
収
／
閉
鎖
地
域
」（四

〇
キ
ュ
リ
ー
以
上
）
に
該
当

し
、
人
の
住
め
な
い
強
制
移

住
地
と
な
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
も

「汚
染
ラ
ン
ク
③
〜
④
」の
地

域
と
な
り
、
ほ
ぼ
ノ
ル
ウ
ェ
ー

全
土
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
事

故
の
汚
染
区
域
（放
射
線
管

理
区
域
）
に
相
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

液
体
状
の
貯
蔵
を
や
め
よ 

以
上
の
考
察
か
ら
同
報

告
書
は
、
「英
国
工
場
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
貯
蔵
施
設

で
の
事
故
発
生
の
リ
ス
ク
を

少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
不
断
の
監
視
と
定
期
的

な
評
価
が
必
要
で
あ
る
」
と

述
べ
、
さ
ら
に
、
「廃
液
を
安

全
な
形
で
閉
じ
こ
め
る
た
め

に
速
や
か
に
ガ
ラ
ス
固
化
し
、

可
能
な
限
り
液
体
状
の
も
の

を
減
少
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と

し
て
い
ま
す
。 

日
本
政
府
も
、
環
境
影
響

評
価
を
行
い
発
表
せ
よ 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
は

「高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
が
、

二
〇
〇
六
年
以
来
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
に
よ
り
約
二
四
〇

立
方
㍍
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
も
有
数
な
「地
震
大

国
日
本
」の
「高
レ
ベ
ル
廃
液
」

は
、
地
震
が
な
い
と
さ
れ
る

イ
ギ
リ
ス
以
上
に
危
険
な
状

態
に
あ
り
ま
す
。
「直
下
活

断
層
説
」が
指
摘
さ
れ
る
中
、

「ガ
ラ
ス
固
化
炉
」は
停
止
状

態
で
廃
液
の
ま
ま
貯
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
政
府
も
ノ

ル
ウ
ェ
ー
政
府
を
見
習
い
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
環
境
影
響
評

価
を
行
う
べ
き
で
す
。 

 

岩
手
の
会 

永
田
文
夫
さ
ん
の
話 

 

四
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
の

英
文
報
告
書
を
入
手
し
翻
訳

し
て
み
ま
し
た
。
私
達
が
憂
慮

し
て
い
る
同
じ
問
題
を
外
国
の

政
府
が
同
様
に
心
配
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
意
を
強
く
し

ま
し
た
。
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
美
し
い
国
で
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
事
故
を
絶
対
に
お
こ
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
声

を
挙
げ
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
絶

対
に
安
全
な
管
理
を
求
め
日

本
政
府
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

    

＊
「
報
告
書
」
全
文
は
、
英

文
・
和
訳
文
（
解
説
付
き
）

が
、
と
も
に
「
岩
手
の
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
岩
手
の
環

境
／
再
処
理
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

                

マ
ニ
ピ
ュレ
ー
タ
ー
復
旧 

 

セ
ル
内
の
作
業
に
必
要
な
マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
青
森
の
新

聞
に
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◎
日
本
原
燃
は
八
月
十
三
日
、

廃
液
洗
浄
に
必
要
な
パ
ワ
ー
マ

ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
三
ヶ
月
弱

ぶ
り
に
復
旧
し
た
と
発
表
し

た
。
今
後
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
ほ
か
の
機
器
の
点
検
等

を
し
た
上
で
、
洗
浄
を
再
開

さ
せ
る
。  

 

「
デ
ー
リ
ー
東
北
」  

八
月
十
四
日
（記
事
要
旨
） 

 

セ
ル
内
の
洗
浄
作
業 

 

洗
浄
作
業
の
方
法
や
問
題
点

に
つ
い
て
も
青
森
の
新
聞
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
六
ヶ
所
工
場
高
レ
ベ
ル
放
射 

性
廃
液
漏
れ
の
セ
ル
（コ
ン
ク
リ 

ー
ト
で
密
閉
し
た
部
屋
）
内
の 

                 

洗
浄
作
業
が
は
か
ど
ら
な
い
。 

二
月
以
来
中
断
が
相
次
い
で

い
る
。
硝
酸
、
核
分
裂
生
成
物
、

金
属
粒
子
（
白
金
族
元
素
）
な

ど
が
付
着
し
、
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ

ー
で
洗
浄
器
の
ノ
ズ
ル
を
動
か

し
て
水
を
吹
き
付
け
洗
い
流

そ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
マ
ニ

ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
じ
め
、
セ
ル
内

の
チ
ェ
ー
ン
や
モ
ー
タ
ー
に
も

不
調
が
現
れ
た
。 

セ
ル
内
の
洗
浄
に
つ
い
て
、

神
戸
大
学
山
内
知
也
教
授

（
放
射
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
科

学
）
は
、
「
配
線
部
分
は
金
メ
ッ

キ
で
覆
っ
て
い
る
と
し
て
も
各

所
の
配
線
接
合
部
に
放
射
性

物
質
を
含
む
硝
酸
溶
液
が
入

り
込
ん
だ
と
す
れ
ば
洗
浄
は

実
際
上
不
可
能
だ
ろ
う
。
す

で
に
、
何
ら
か
の
影
響
が
出
て

い
る
か
も
知
れ
ず
無
理
な
洗

浄
は
却
っ
て
機
器
の
健
全
性

を
奪
う
危
険
も
あ
る
」
と
語
っ

て
い
る
。 

「
東
奥
日
報
」 

八
月
十
四
日
（記
事
要
旨
） 

 三
件
の
「線
量
計
未
着
用
」 

で
日
本
原
燃
へ
指
示
文
書 

 
 

原
子
力
・安
全
保
安
院 

 
 

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は

日
本
原
燃
に
対
し
て
以
下
三

件
の
「
線
量
計
未
着
用
」
事
例

に
つ
い
て
原
因
や
対
策
を
報

告
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。 

 

個
人
線
量
計
を
着
用
せ
ず 

◎
七
月
十
六
日
、
低
レ
ベ
ル
廃

棄
物
管
理
建
屋
で
、
建
屋
ユ

ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
設
備
定
期

点
検
作
業
に
お
い
て
協
力
会

社
作
業
員
一
名
が
誤
っ
て
個

人
線
量
計
を
着
用
せ
ず
入
域

し
て
い
た
。 

未
登
録
の
作
業
員
が 

放
射
線
管
理
区
域
へ 

◎
八
月
七
日
、
第
一
ガ
ラ
ス

固
化
体
貯
蔵
建
屋
東
棟
に
お

い
て
、
出
入
管
理
装
置
の
点
検

に
伴
う
代
替
処
置
と
し
て
、

出
入
管
理
台
帳
に
よ
る
入
域

管
理
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

当
該
建
屋
の
作
業
員
名
簿
へ

登
録
準
備
中
の
協
力
会
社
作

業
員
一
名
が
、
管
理
区
域
へ
入

域
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

電
気
設
備
保
守
点
検
の
た
め

の
入
域
で
あ
っ
た
。 

 

原
燃
社
員
、
警
報
つ
き
ポ
ケ
ッ 

       

右
：
ア
ラ
ー
ム
メ
ー
タ
ー
（
セ

ッ
ト
し
た
線
量
に
達
す
る
と

警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
） 

中
：
フ
イ
ル
ム
バ
ッ
ジ
と
Ｔ

Ｌ
Ｄ
（
外
部
被
ば
く
計
測
器
） 

左
：
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
（
外

部
被
ば
く
の
計
測
器
） 

出
典 

堀
江
邦
夫
著 

『
原
発
ジ
プ
シ
ー
』
七
九
頁 

現
代
書
館 

一
九
七
九
年
刊 

 

講
談
社
文
庫 

一
九
八
四
年
再
刊 

 

ト
線
量
計
を
付
け
忘
れ 

◎
八
月
十
一
日
、
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
放
射

線
管
理
区
域
内
に
お
け
る
定

期
的
な
表
面
密
度
検
査
の
た

め
管
理
区
域
に
入
域
し
た
原

燃
社
員
一
名
が
、
線
量
評
価

に
用
い
る
個
人
線
量
計
（
ガ
ラ

ス
バ
ッ
ジ
）
は
着
用
し
て
い
た
も

の
の
作
業
管
理
の
た
め
に
着

用
す
る
こ
と
し
て
い
る
警
報
付

ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
を

着
用
せ
ず
約
一
時
間
入
域
し

て
い
た
こ
と
を
確
認
。
入
域
手

続
き
の
時
に
置
き
忘
れ
た
の

が
原
因
で
あ
っ
た
。 

 

「
日
本
原
燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

 
 

八
月
十
一
日
（記
事
要
旨
） 

日
本
原
燃
は
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
未
回
収
と
な
っ
て
い
る

「ガ
ラ
ス
固
化
セ
ル
」の
復
旧
の
た
め
に
四
苦
八
苦
の
状
態
で

す
。
再
開
す
る
た
め
に
は
、
放
射
線
で
故
障
し
た
セ
ル
内
の
遠

隔
操
作
機
械
（マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
を
ま
ず
修
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
遠
隔
操
作
の
機
械
を
修
理
す
る
た
め
に

は
、
最
後
に
は
人
間
が
放
射
能
ま
み
れ
の
機
械
に
接
近
し
、

作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
ぬ
か
り
な
い
管
理
も
必
要
で
、
作
業
に
従
事

す
る
技
師
・労
働
者
の
被
ば
く
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

（尚
） 

携帯用個人線量計 


